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平成 26 年７月 31 日 

各      位 

会 社 名  株式会社カッシーナ・イクスシー 
代表者名  代表取締役  社長執行役員 森 康洋 
（JASDAQ・コード番号：2777）  
問合せ先  取締役 執行役員管理部長  小林 要介 
電  話  03－6439－1360 
 

 業績予想の修正に関するお知らせ  

 

最近の業績等の動向を踏まえ、平成26年２月13日に公表いたしました業績予想を、下記の通り修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 26年 12 月期第２四半期累計期間（平成26年１月１日～平成 26年６月 30日）業績予想の修正 

単位：百万円 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(A) 

 

3,400 

 

200 

 

190 

 

178 

円  銭 

46 91  

今回発表予想(B) 3,640 330 345 328 86  70 

増減額(B)－(A) 240 130 155 150 39  79 

増減率(％) 7.1 65.0 81.6 84.3 － 

（ご参考）前年同期実績 

平成 25年 12 月期第２四半期実績 
2,796 100 90 70 18 46 

  

２．業績予想の修正理由 

当第２四半期累計期間において、消費税率引き上げ前の駆け込み需要に伴う受注が想定以上に積みあ

がったことや、法人オフィスや商業施設における投資が堅調に推移したことで、売上高が前回発表予想

を上回る見込みであります。また前年同期比での増収要因として、当社が経営理念に掲げている「洗練

された、夢のある生活空間」に対する提案力がマーケットにおいて徐々に認知およびご評価いただけつ

つあることもあげられると考えております。 

営業利益につきましては、販売費及び一般管理費のうち販売促進費、広告宣伝費等の投資を消費税率

引上げ後の影響がより懸念される第３四半期以降におこなうこととしたため、第２四半期までの販売費

及び一般管理費が予想を下回ったことなどにより、営業利益の予想に対する増加率が大きくなっており

ます。 

営業外損益につきましては、第２四半期累計期間中に円高ユーロ安が進行したことによってユーロ建

債務の決済に伴う為替差益 20百万円が発生しております。 
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特別損益につきましては、当社が加入しております東京都家具厚生年金基金（以下、「基金」という。）

が特例解散の方針決議をおこなっており、基金の解散に伴って発生が見込まれる損失金額 138 百万円を

特別損失として計上しております。（詳細は、本日平成26年 7月 31 日開示する「厚生年金基金の特例解

散に伴う特別損失の発生に関するお知らせ」をご参照ください。） 

また、最近の業績動向を踏まえて、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、回収可能性が

十分に見込まれる金額△136 百万円を法人税等調整額として計上いたしました。（詳細は、本日平成 26

年 7月 31 日開示する「繰延税金資産の計上に関するお知らせ」をご参照ください。） 

以上の理由などにより、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益が前回発表予想を上回る見込み

となり、上記の通り修正するものであります。 

 

３．今後の見通し 

   平成 26 年 12 月期通期業績予想につきましては、第３四半期以降に消費税率引き上げ後の個人消費な

らびに法人の投資計画への影響が不透明であることや、販売費及び一般管理費のうち販売促進費、広告

宣伝費を積極的に使用していく計画であることに加え、営業外損益が今後のユーロ円の為替レートによ

って影響を受けることなどから、前回予想を修正いたしません。 

今後、平成 26 年 6 月 23 日に発表しました「ザ・コンランショップ運営会社（LmD 株式会社）の株式

取得（子会社化）等に関する基本合意書締結のお知らせ」の内容に関する確定契約が締結された場合に

は、速やかにその旨と当社業績予想に与える影響を、速やかに公表いたします。 

 

４．その他 

 上記の業績予想につきましては、本資料の発表時点において入手可能な情報及びその業績に影響を与

える不確実な要因に係る仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結

果となる可能性があります。 

 

 

 

以 上 
 


